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京
都
議
定
書
目
標
達
成
の
見
込
み

Ｃ
０
２
排
出
量
速
報
値

家
庭
部
門
は
基
準
か
ら
６
割
増

環
境
省
は
こ
の
ほ
ど
、

２
０
■
２
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
速
報
値

を
ま
と
め
亀

前
年
度
と

比
べ
る
，
ら
や
５
％
増
加
し

た
も
の
の
「
京
都
議
定
書

の
目
標
は
達
成
す
る
見
込

み
と
し
た
。
家
庭
部
門
は

基
準
年
と
比
べ
約
６
割
増

加
し
て
い
る
。

京
都
議
定
書
の
第

一約

束
期
間
５
カ
年
平
均
の
総

排
盪

議

・２

修

６

８

万
ト

ン
で
、
京
都

議

定

書
の
規
定
に
よ
る
基
準

年

の

総

排

出

量

（
１２

億
６
■
０
０
万
ト
ン
）
と

比
較
し
て
■
・
４
％
の
増

加
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

２
０
０
８
～
０９
年
度
に
か

け
て
金
融
危
機
の
影
響
に

伴
い
総
排
出
量
が
減
少
し

た
も
の
の
、
１０
年
度
以
降
、

景
気
回
復
と
東
日
本
大
震

災
を
実
機
と
し
た
火
力
発

電
の
増
加
に
よ
り
３
年
連

続
で
総
排
出
量
が
増
加
し

た
た
め
。
た
だ
し
、
一．板

に
森
林
吸
収
量
の
自
標
を

達
成
し
、
京
都
メ
カ
ニ
ズ

ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
加
味
す

る
と
、
５
カ
年
平
均
で
基

準
年
比
８
・
２
％
減
と
な

の
ヽ
京
都
議
定
書
の
目
標

（基
準
年
比
６
％
減
）
を

達
成
す
る
見
込
み
」
だ
と

た

。
家
庭
部
門
に
関
し
て

は
、
・２
年
度

（速
報
値
）

の
家
庭
部
門
の
Ｃ
Ｏ
，
排

出
甍
ほ
２
億
Ｓ

Ｏ
万
ト

ン
で
、
基
準
年
と
比
べ
る

Ｌ
５９
・５
％
（７
５
８
０
万

ｔ
ｌ
Ｃ
Ｏ
じ

増
加
。
前

年
度
と
比

べ
る
と
７

・

６
％

（■
４
４
０
万
ｔ
ｌ

０
０
２
）
増
加
し
た
。
基

準
年
か
ら
の
排
出
量
の
増

二議t次素擁出■の内承 〈電気 熱凛分■ )

Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
改
正
　
直
交
単
板
の

蝙
恣

は
文
攀

1 直交単板を用いた単板積層材の範囲を拡大加
は
、
家
庭
用
機
器
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
機
器

の
大
型
化

。
多
様
化
等
で

増
加
一
）
て
い
る
こ
と
や
、

性
帯
数
が
増
帰
し
て
い
る

こ
と
等
で
、
電
力
等
の
エ

再
生
エ
ネ
導
入

９
割
が
太
陽
光

経
済
産
業
省
は
１８
日
、

今
年
７
月
末
時
点
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
の
導
入
状
況
を
公
表
し

た
。
昨
年
７
月
に
固
定
価

格
買
取
制
度
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
■
年
間
で
導
入

さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
は
、
累
計

４
０
８
・６
万
ｋ
Ｗ
で
、
一つ

ち
約
９
割

（３
９
■
・６
万

ｋ
Ｗ
）
を
太
陽
光
発
電
が

占
め
た
。

太
陽
光
発
電
は
、
こ

れ
ま
で
は
住
宅
の
導
入
量

が
多
か
っ
た
が
、
昨
年
７

月
以
降
は
非
住
宅
で
の

導
入
が
増
加
。
特
に
今

年
４
月
以
降
、
昨
年
６
月

末
ま
で
の
累
計
約

∞
万

ｋ
Ｗ
を
大
き
く
上
回
る

■
６
０
ｏ■
万
ｋ
Ｗ
が
導
入

ンＣ
れ
た
結
果
、
住
宅
の
導

入
量
■
５
２
・■
万
ｋ
Ｗ
に

対
し
、
非
住
宅
の
導
入
量

は
ワ
費３
９
・５
万
ｋ
Ｗ
く

住
宅
の
約
■
・５
倍
の
発

電
設
備
が
導
入
さ
れ
た
。

太
陽
光
発
電
以
外
の
導

入
量
は
、
風
力
６
・
６
万

ｋ
Ｗ
、
中
小

水
力
０

・

瑯 ,,Sド ●蹂="■●'

が,鑢…  鑢 コ  率

2め り込み性能を任意に表示できる

ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
大
き

く
増
加
し
た
た
め
。
前
年

度
か
ら
の
排
出
量
の
増
加

は
、
節
電
効
果
等
で
電
力

消
費
が
減
少
す
る

一
方
、

火
力
発
電
の
増
加
に
よ
る

曲鼈⇒心

憲交な0厚み比率は全

“

●30・/.未 満
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●l種区分で  ‐
めり込み性能が決定
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⇒
幽

改正い,
高いめ,込み性籠が表示可
(表示舅:=B03(最大等級)

の製
罰
¨

で
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
一

繊
維
方
向
が
首

単
板
を
使
用
で
一

警
ノ
リ
晨
臓
鉾
仁
α
類

化
に
よ
り
、
電
力
消
費
に

警
シ
排
出
量
が
同
比
１■

・

０
％

（■
５
３
０
万
ｔ
‐

し
０
じ

増
加
し
た
こ
ル

に
よ
る
。

３
万
ｋ
Ｗ
、
バ
イ
オ
マ
ツ

脚
。■
万
ｋ
Ｗ
、
地
熱
０
・

■
万
ｋ
Ｗ
。

健し、A4で縦使い方向のみ) 民馨鐙基

る
も
の
。
製
品
の
長
さ
ｔ幅
・

厚
み
を
要
示
項
目
と
す
る

こ
と
や
、
初
期
の
引
張
強

度
縦
横
と
も
■
０
０
Ｎ
／

５

ｍ
、
初
期
防
水
性

（
耐

水
圧
）
１０
Ｋ

ｐ
ａ
以
上
、
初

期
の
透
湿
抵
抗
値
０
・５
以

下
、
熱
収
縮

（
寸
法
安
定

性
）
■
・０
％
以
下
な
ど
Ａ

６
■
■
■
と
共
通
す
る
規

格
の
ほ
か
、
初
期
引
張
伸

度

。
引
裂
強
度
の
表
示
、

初
期
綴
り
針
強
度
縦
横
と

も
５。
Ｎ
以
上
、
釘
止
水
性

八
釘
穴
シ
ー
リ
ン
グ
性
）

減
水
量
５

ｍ
以
下
な
ど
、

合
計
１０
項
目
て
性
能
を
定

め
て
い
る
。

■０
項
目
の
一っ
ち
、
長
さ
。

幅

・
厚
み
の
表
示
と
初
期

引
張
伸
魔

・
引
裂
強
度
の

表
示
を
必
須
項
目
と
し
、

残
り
は

任
意
表
示
と

し

た
。
今
後
、
会
長
各
社
が

規
格
に
則

っ
て
、
性
能
値

を
カ
タ

ロ
グ
等
で
表
示
し

て
い
く
。

透
湿
ル
ー
フ
ィ
ン
ク

の
メ
ー
カ
１
５
社
で
構

成
さ

れ
る
透

湿
ル
ー

フ
ィ
ン
ク
協
会
は
こ
の

ほ
ど
、
透
湿
ル
ー
フ
ィ

ン
グ
の
暫
定

規

格
値

を

策

定

し
、
公

表
し

た

外

壁

用

逢

温

防

水
シ
ー
ト
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ

６
■
■
■
や
海
外
ル
ー

フ
ィ
ン
グ
規
格
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
ル
ー
フ
ィ
ン

グ
規

格

の
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ａ

６
０
■
３
な
ど
を
参
考

に
し
、
初
期
の
引
張
強

度
や
防
水
性
、
透
湿
抵

抗
値
、
釘
止
水
性
、
耐

久
性
評
価
な
ど
を
定
め

た
。
こ
の
規
格
を
基
本

案
と
し
て

来
年
度
中

の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
取
得
を
目
指

ｔ
暫
定
規
格
は
、
戸
建

住
肇
の
大
半
で
あ
る
「屋

根
材
と
し
て
屋
根
下
地

材
と
の
間
に
遍
気
層
が

確
保
さ
れ
る
粘
土
瓦
」

「野
地
板
と
し
て
構
造

用

合

板
等

一
を

使
用

す
る
際
に
適
し
た
ル
ー

フ
ィ
ン
グ
を
対
象
と
す

透
湿
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
に
暫
定
規
格
値

透
湿
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
協
会

来
年
度
中
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
取
得
目
指
す

二「繁
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明
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断版   ‐
鍛 宅建築コストタ ン
lングセラー本′

木造住宅の建築コス
トの基本的な考え方
から(拙計・ 組工it
よるコストダウンの
考え方・進め方、原

経雷憲塁曇馨響住暮薔7ス
テム』Iこ

お施主様に代わつて建築資金の入出金を管理。住まいの完成を保護します。

傷嵐禁g察党躙 鯉 イ隠慇軍鍛現嘉尋摯ふ:=轟主様
からのお金をお薇かりし、推定工務店と協力業者の支払いを支裸しています。    ■ |   ‐
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硼
利
一
辮

%::■■||

販売戦略 (経費の正

機な把握)などコス‐

卜に大きく影響する

要素について|も触れ、

加えて実務に役立つ

部位別単儀や原価計

算書を資料として新
‐
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